
2020/7/10 2020/7/17 変化幅
5.758 5.805 +0.047

2020/7/10 2020/7/17 変化率
36,594.33 37,020.14 +1.16%

週初は、インド準備銀⾏（中央銀⾏、RBI）による積極的な利下
げへの期待が後退してインド10年国債利回りは上昇（価格は下
落）しました。翌⽇は、前⽇の取引時間終了後に発表された6⽉の
消費者物価指数（CPI）が市場予想を上回ったことから利回りは
さらに上昇しました。15⽇はRBIによる国債買⼊オペへの期待などか
ら低下し、16⽇は⼩動きでしが、国債⼊札の結果が良好だったこと
から17⽇に再び低下しました。週間では⼩幅な上昇となりました。

［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1⽉1⽇〜2020年7⽉17⽇）

2020/7/10 2020/7/17 変化率
1.420 1.428 +0.56%
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［債券市場］インド⾃国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1⽉1⽇〜2020年7⽉17⽇）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1⽉1⽇〜2020年7⽉17⽇）

［株式市場］

［債券市場］

［為替市場］

（対象期間︓2020/7/13〜2020/7/17）

出所︓グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
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英国プルーデンシャル社は、イーストスプリング・インベストメンツ株式会社の最終親会社です。最終親会社およびそのグループ会社は主に⽶国で事業を展開しているプルデンシャル・ファイ
ナンシャル社、および英国のM&G社の⼦会社であるプルーデンシャル・アシュアランス社とは関係がありません。

週半ばに新型コロナウイルスのワクチン開発進展への期待が⾼まった
局⾯でルピーは対⽶ドルで上昇し、週間でもルピー⾼⽶ドル安となり
ました。⼀⽅、円が対⽶ドルで下落したことから、ルピーは対円でも上
昇しました。

週初は、アジア株式市場の上昇が⽀援材料となったものの、⾦融株
が軟調となり、インド株式市場は⼩幅に上昇しました。翌⽇は⽶中
の緊張の⾼まりや新型コロナウイルスの感染再拡⼤への警戒感から
反落しました。16⽇は4－6⽉期の決算で市場予想を上回る増益
を発表したIT株がけん引役となり、上昇しました。17⽇は、⼀部の
企業の市場予想を上回る決算内容を受けて他の企業の決算につい
ても期待が⾼まったことから続伸し、週間でも上昇となりました。
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